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広報なると
市民と市政をつなぐ情報紙

「第九」アジア初演100周年　共に歌い、共に祝おう!!ピック
アップ

青空に響け!!

私たち 僕らの「歓喜の歌」

　５月20日、JR鳴門駅西側で「エベレスト・ザ」の座員たち
による音楽劇「バンドー少年物語」が上演されました。会場
には、「第九」を歌う座員たちの歌声が響き渡り、観客はそ
の歌声に聞き入っていました。

表紙 JR鳴門駅前で音楽劇「バンドー少年物語」上演

◀◀◀ 鳴門携帯ＮＡＶＩ
災害情報や休日当番医などの情報
を掲載しています。
www.city.naruto.tokushima.jp



2平成30年６月号

【日　　時】６月２日（土）午後６時開演、
　　　　　　　３日（日）午後１時開演
【場　　所】市文化会館
【指　　揮】トーマス・ドーシュ氏
【合唱指導】�頃安�利秀氏、
　　　　　ジェフリー・バーンスタイン氏
【管 弦 楽】徳島交響楽団
【ソリスト】ソプラノ：坂井�里衣氏、アルト：

大賀�真理子氏、テノール：芹澤�佳通氏、
バス：新見�準平氏

※�ソリストは、過去９回の歴代公募ソリストの
公開オーディション（ソリストグランドチャン
ピオン大会）優秀賞受賞者です。

【合　　唱】認定ＮＰＯ法人鳴門「第九」を歌
う会、全日本「第九を歌う会」連合会

※�合唱団員としてドイツ・アメリカ・中国
からも参加。

【費　　用】前売…一般2,000円、学生500円
　　　　　当日…一般2,500円、学生500円
問�認定NPO法人�鳴門「第九」を歌う会
�　☎088・686・9999

【日　　時】６月１日（金）午後６時30分開演
※初演の日時に合わせて開催。
【場　　所】ドイツ館前広場
【指　　揮】延原�武春氏
【管 弦 楽】テレマン室内オーケストラ
【ソリスト】ソプラノ：頃安�利秀氏、
　アルト：時宗�務氏、テノール：米澤�傑氏、
　バス：今泉�仁志氏
【合　　唱】関西学院大学グリークラブ、
　認定ＮＰＯ法人鳴門「第九」を歌う会�他
※初演と同様、男性80人による合唱。
問�認定NPO法人�鳴門「第九」を歌う会
　�☎088・686・9999

　板東俘
ふ
虜
りょ
収容所の所長であった

松江豊壽氏の功績を顕彰するた
め、作成された銅像の除幕式を行
います。ぜひ皆さんお越しください。
【日　　時】６月１日（金）午後５時30分
【場　　所】ドイツ館前広場

問�市役所「第九」ブランド化推進室
　�☎088・684・1538

松江豊
とよ

壽
ひさ

銅像建立除幕式

入場
無料

「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演
１
０
０
周
年　

共
に
歌
い
、
共
に
祝
お
う
!!

入場
無料

6/1

6/2.3

よみがえる「第九」演奏会

第37回ベートーヴェン
「第九」交響曲演奏会

第一次世界大戦中に板東俘虜収容所の所長を務め、収容された�
ドイツ兵俘虜を人道的に扱い、地元住民との交流を推進した。

「第九」を演奏した徳島オーケストラと
指揮者ハルマン・ハンゼンと合唱団
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６
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で

ド
イ
ツ
館
、賀
川
豊
彦
記
念
館
が

入
場
無
料
に

　
「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演
１
０
０
周
年

を
記
念
し
、
６
月
１
日（
金
）か
ら
３

日（
日
）ま
で
の
３
日
間
、
ド
イ
ツ
館

と
賀
川
豊
彦
記
念
館
は
入
場
無
料
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、６
月
を「
第
九
月
間
」と
し
、

同
館
の
入
場
料
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

【
時
間
】午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※�

１
日（
金
）は
ド
イ
ツ
館
の
み
午
後

８
時
30
分
ま
で
。

問�
ド
イ
ツ
館　
☎
６
８
９･

０
０
９
９

問�
賀
川
豊
彦
記
念
館

　

�

☎
６
８
９･

５
０
５
０

「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演

  

１
０
０
周
年
記
念
企
画
展

　
板
東
俘
虜
収
容
所
で「
第
九
」が
演

奏
さ
れ
た
背
景
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
共
に
考

え
、
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
第

九
」初
演
の
様
子
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の「
第
九
」作
曲
の
背
景
な
ど
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
や
関
連
資
料
を
展
示

し
ま
す
。

【
期
間
】６
月
24
日（
日
）ま
で

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

【
場
所
】�

同
館
２
階
企
画
展
示
室

※
入
館
料
が
必
要
。

問�
ド
イ
ツ
館　
☎
６
７
９･

９
１
１
０

「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演

　
　
　
１
０
０
周
年
記
念

な
る
と
第
九
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
四
国
放
送
の
有
名
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
一
緒
に
ド
イ
ツ
館
や
板
東
俘
虜
収

容
所
跡
な
ど
、「
第
九
」ゆ
か
り
の
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が
ら
大
麻
町
を
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】７
月
22
日（
日
）時
間
未
定

【
集
合
場
所
】ド
イ
ツ
館

【
応
募
期
間
】６
月
18
日（
月
）～
７
月

４
日（
水
）

【
応
募
方
法
】６
月
18
日（
月
）か
ら
四

国
放
送
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.jrt.co.jp/)

に
掲
載
さ
れ

る
応
募
方
法
を
確
認
し
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

問�
四
国
放
送
営
業
開
発
部

　

�

☎
６
５
５･

７
６
８
１

鳴
門
日
独
友
好
協
会
創
立

40
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
澤
由
利
子
＆
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・ 

フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
ズ

～
鳴
門
第
九
ア
ジ
ア
初
演

１
０
０
周
年
に
よ
せ
て
～

　
鳴
門
日
独
友
好
協
会
は
今
年
で
創

立
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
記
念
し
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】７
月
28
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
開
演

※
開
場
は
午
後
１
時
30
分
。

【
場
所
】大
塚
ヴ
ェ
ガ
ホ
ー
ル（
徳
島

市
川
内
町
平
石
夷
野
224
番
地
18
）

【
費
用
】

　
全
席
自
由
、
一
般　
４
千
円

　
　
　
　
　
　
学
生　
２
千
円

※
当
日
券
は
５
０
０
円
増
し
。

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
】同
協
会
事
務
局

（
市
役
所
文
化
交
流
推
進
課
内
）、

こ
お
り
書
店
、喫
茶
み
き
、黒
崎
楽

器
徳
島
本
店
、黒
崎
楽
器
鳴
門
店

問��
同
協
会
事
務
局（
市
役
所
文
化
交

流
推
進
課
内
）☎
６
８
４･

１
１

５
０

次の100年に向けて

村澤�由利子�氏

　６月１日の「第九」アジア初演
100周年記念レセプションを目前
に控え、「第九」の歌の練習に真剣
に取り組む認定こども園IZUMI
の園児たち
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問 
市
役
所
社
会
福
祉
課　
☎
０
８
８･

６
８
４･

１
２
１
９

地
域
の
思
い
を
形
に

  
鳴
門
市
地
域
福
祉

（
活
動
）計
画
が
完
成

見えてきた地域の現状と課題 とことん意見を交わした１年４カ月

鳴
門
市
地
域
福
祉
計
画
と
は

　
「
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉

（
地
域
福
祉
）」を
推
進
し
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
基
本
と
し
て
、「
共

に
生
き
る
社
会
づ
く
り
」を
目
指
す

た
め
の「
理
念
」と「
仕
組
み
」を
つ
く

る
目
的
で
策
定
さ
れ
た
計
画
で
す
。

ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定

す
る
地
区
の
具
体
的
な
行
動
目
標
を

定
め
た
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
一
体

的
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス

　
有
識
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
地
域

福
祉
計
画
審
議
会
や
公
募
し
た
市
民

の
方
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
ら

で
構
成
さ
れ
た
市
民
会
議
、
市
民
会

議
で
研
修
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
が
、

13
の
地
区
で
意
見
交
換
を
行
う
地
域

座
談
会
に
よ
り
、
地
域
の
現
状
と
課

題
を
洗
い
出
し
、
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

全地区共通の課題
▪地域コミュニティ
▪移動手段
▪環境・空き家・道路

地区によって違いが見られた課題
▪人口減少・少子高齢化
▪�生活上の困りごと・生活関連サービス
▪防災・防犯
▪子ども・子育て
▪�家族・地域の変化、高齢者の見守り・
介護、障がい者の生活・福祉、将来
の不安など

市民会議
公募市民、市職員、市
社協職員、学生など
　地域福祉計画などを
策定するために必要とな
る調査・検討・分析を
行う組織で、計画策定
までに９回の講義・研修
を開催し、地域座談会
の開催に向けた体制づく
りを行う。

地域座談会
市民会議メンバーや各
地域の住民
　13地区に分かれて座
談会を開催し、地域の
「魅力」や「資源」、「地
域課題と解決役割」な
どのテーマごとにワーク
ショップ形式で意見交換
を行う。

地域福祉計画審議会
有識者などから構成される

　計画に関して審議を行い、計画
原案を作成する鳴門市の附属機関
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地域の福祉活動
活性化に向けた
仕組みづくりの促進
 　市　   NPOやボランティアな

ど市民活動の活性化
 地　域   あいさつや 声 かけ、

SNSで地域活動の情
報発信

 市社会福祉協議会（以下「市社協」） 
　 定年退職者や転入者などの

地域参加への取り組みを推進

地域づくりに向けた市民意識の醸成
 　市　   同計画の普及・啓発
 地　域   学校行事や地域のイベントへの参加　
 市社協   地域活動の支援者の研修会、交流会の 

開催

地域での自立した生活の支援
 　市　   生活困窮者への支援
 地　域   軽易な生活課題への対応　
 市社協   ふれあいの場を増やし、助け合いの気持

ちを根付かせる

地域の課題を共に考え、
互いに助け合う関係づくり

必要とする福祉サービスを
利用しやすい体制づくり

安心・安全に地域で
生活できる環境づくり

市 市社協

地域
（住民）

連携

連
携 連

携

支援を必要とする
人を支える地域ネット
ワークづくりの促進
 　市　   包括的な地域ケア体

制の構築、災害時要
援護者支援　

 地　域   地域の防災マップの
作成

 市社協   地域と市社協のつな
がりを密にして見守
りを行う

『みんなが考え、安心してしあわせに
暮らすことが出来る地域共生社会の実現』

実現に向けて

3つの目標

〜地域・住民が抱える問題を解決するために〜

鳴門市地域福祉計画の基本理念

福祉サービスの
適切な利用の促進
 　市　   地域共生社会の実現に

向けた取り組みの模索
 地　域   困りごとを気軽に相

談できる場所づくり
 市社協   総合相談体制の充実
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介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る

方
が
増
え
て
い
ま
す

本
市
の
高
齢
者
数
は
、
団
塊
の
世

代
の
高
齢
化
に
よ
り
急
速
に
増

加
し
て
お
り
、
平
成
32
年
頃
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
数

の
増
加
に
伴
い
、
要
介
護
認
定
者
数

は
制
度
が
開
始
さ
れ
た
平
成
12
年
以

降
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
介

護
給
付
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
推
移
す
る
と
、平
成
37
年
に
は
、

認
定
者
数
は
４
２
５
３
人
に
な
り
、
介

護
給
付
費
は
、
72
・
1
億
円
に
達
す

る
見
込
み
と
な
って
い
ま
す
。【
※
１
】

介
護
保
険
料
の
基
準
額
を
改
定

　

65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険

者
）の
介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と

に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今

後
３
年
間
の
介
護
給
付
費
な
ど
の
見

込
額
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
の
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
の
介
護
給
付
費
な
ど
の
見
込
額

は
、
高
齢
化
に
よ
る
介
護
や
支
援
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
を
踏

ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
や
介

護
給
付
費
の
伸
び
を
考
慮
し
、
約

１
９
５
億
円
と
前
期
の
約
１
７
８
億

円
か
ら
17
億
円
の
増
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
介
護
給
付
費
な
ど
の

見
込
額
に
つ
い
て
、
国
・
県
・
市
か

ら
の
公
費
で
２
分
の
１
を
負
担
し
、

40
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
で
２
分
の

１
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。
財
源
の
内
訳
は
グ
ラ
フ【
※
2
】

の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
、
65
歳
以
上
の
方（
第
１
号

被
保
険
者
）の
平
成
30
年
度
か
ら
32

年
度
に
お
け
る
介
護
保
険
料
の
基
準

額（
月
額
）は
、
６
３
６
０
円
と
す
る

増
額
改
定
と
な
り
ま
し
た
。【
※
３
】

　

被
保
険
者
の
方
に
は
ご
負
担
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
介
護
を
必
要
と
す

る
方
に
安
定
し
た
保
険
給
付
を
提
供

す
る
た
め
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
の

　
　
　
介
護
保
険
料

～
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
～

【※１】
要介護認定者数・介護給付費の推移と今後の見込み

【※３】 平成30年度（第７期）からの所得段階別介護保険料

※10円未満の金額については、切り捨てとなります。

（円）

【※２】 介護給付費の財源構成

問 市役所長寿介護課
 ☎088・684・1071

所得段階 対象となる方 基準 月額 年間

第１段階

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で市民税

非課税世帯
・非課税世帯で本人の年金収入
  ＋合計所得金額（注1）が80万円以下

基準額
×0.45 2,862 34,344

第２段階
・ 非課税世帯で本人の年金収入＋合計

所得金額（注1）が80万円を超え120万
円以下

基準額
×0.75 4,770 57,240

第３段階 ・非課税世帯で第１・第２段階
に該当しない

基準額
×0.75 4,770 57,240

第４段階
・課税世帯で本人非課税かつ

本人の年金収入+合計所得金額
（注1）が80万円以下

基準額
×0.9 5,724 68,688

第５段階
（基準額）

・課税世帯で本人非課税かつ
第４段階に該当しない

基準額
×1.0 6,360 76,320

第６段階 ・ 本人が課税で合計所得金額（注2）が
40万円未満

基準額
×1.1 6,996 83,952

第７段階 ・ 本人が課税で合計所得金額（注2）が
40万円以上120万円未満

基準額
×1.2 7,632 91,584

第８段階 ・ 本人が課税で合計所得金額（注2）が
120万円以上200万円未満

基準額
×1.3 8,268 99,216

第９段階 ・ 本人が課税で合計所得金額（注2）が
200万円以上300万円未満

基準額
×1.5 9,540 114,480

第10段階 ・ 本人が課税で合計所得金額（注2）が
300万円以上500万円未満

基準額
×1.7 10,812 129,744

第11段階 ・ 本人が課税で合計所得金額（注2）が
500万円以上800万円未満

基準額
×1.9 12,084 145,008

第12段階 ・ 本人が課税で合計所得金額（注2）が
800万円以上

基準額
×2.1 13,356 160,272

国・県・市
50％

65歳以上の
方の保険料
23％

40歳～64歳の
方の保険料
27％

認定者数給付費

31

43.5

55.8
63.3

72.1

1,940

2,910

3,616 3,768
4,25380

70

60

50

40

30

20

10

0
H12 H19 H29 H32 H37

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

（認定者数：人）（給付費：億円）

【※３】の表　【注１～注２】
注１:  合計所得金額から公的年

金などに係る雑所得を控
除した額

注２:  合計所得金額から長期譲
渡所得および短期譲渡所
得に係る特別控除額を控
除した額
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　国の基準改正に伴い、賦課限度額および軽減判定所得を、
下記①②のとおり変更しました。
①  賦課限度額の見直し … 医療分58万円(前年度54万円)、支

援分19万円（前年度19万円）、介護分16万円（前年度16万円）
② 軽減判定所得の見直し

軽減基準

７割軽減世帯 世帯主とその世帯の被保険者の総所得金額などの合算額が【33万円】以下の場合

5割軽減世帯 世帯主とその世帯の被保険者の総所得金額などの合算額が33万円を超え、【33万円＋
27.5万円（前年度27万円）×被保険者数】以下の場合

2割軽減世帯 世帯主とその世帯の被保険者の総所得金額などの合算額が33万円を超え、【33万円＋ 
50万円（前年度49万円）×被保険者数】以下の場合

※被保険者：同世帯の中で国民健康保険から後期高齢者医療に移行した被保険者も含む。

第
７
期
鳴
門
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

市
で
は
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢
者
が
後
期
高

齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
公

的
な
支
援
の
み
な
ら
ず
、
地
域
で
支
え
合
い
、
助

け
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
第
７
期
鳴
門
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介

護
保
険
事
業
計
画
」を
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
み
ん
な
で

支
え
合
い
な
が
ら　
健
康
で
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
を　
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
尊
厳
を
も
っ
て

お
く
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う
２
０
２
５
年
の

高
齢
社
会
像
の
実
現
に
向
け
、
介
護
予
防
事
業
や

生
活
支
援
体
制
の
整
備
、
認
知
症
施
策
の
推
進
、

介
護
保
険
制
度
の
適
正
実
施
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
、「
鳴
門
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

平成30年度の
国民健康保険料について

　健全な国保会計を維持するため、
平成30年度の国民健康保険料につ
いて、右表のとおり決定しました。 

（前年度と同率となりました。）
　被保険者の
皆さんには、
ご理解とご協
力をお願いし
ます。

■  国民健康保険料率（前年度と同率）
医療分 支援分 介護分 計

所 得 割 率  7.90％ 2.08％ 1.78％ 11.76％
資 産 割 率 25.62％ 6.96％ 8.89％ 41.47％
均 等 割 額 22,800円 6,400円 9,700円 38,900円
平 等 割 額 21,200円 6,000円 5,100円 32,300円
賦課限度額 58万円 19万円 16万円 93万円

　国民健康保険料と65歳以上の方の介護保険料についての納付
方法または期別ごとの納付額については、決定通知書を6月中
旬発送予定としていますので、そちらをご確認ください。
　また、後期高齢者医療保険料の決定通知書は、８月に送付します。

問  市役所保険課（国民健康保険料について）
☎088・684・1130

問  市役所長寿介護課（介護保険料について）
☎088・684・1071

住民主体による「いきいきサロン」を現在47カ所
開設しています。
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

市からのお知らせ
City_information

◆
納
税
通
知
書
の
内
容

　
必
ず
ご
確
認
を

　
６
月
中
旬
に
課
税
対
象
の
方

に
市
役
所
税
務
課
か
ら「
平
成

30
年
度
市
・
県
民
税
納
税
通
知

書
」を
お
送
り
し
ま
す
。
同
通
知

書
に
は
課
税
さ
れ
る
所
得
の
金
額

や
控
除
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
手
元
に
届
い
た
ら
必
ず
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額

の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
の
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
の
場
合
に
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

市・県民税の納税通知書を送付
必ず内容をご確認ください

問 市役所税務課市民税担当 ☎684・1129

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
健
康
保
険
料
や
介
護

保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除

や
、
障
が
い
者
・
寡か

婦ふ（
夫
）・
扶

養
控
除
な
ど
の
人
的
控
除
、
あ
る

い
は
生
命
・
地
震
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
り
、
市
・

県
民
税
の
減
額
を
受
け
る
場
合
に

は
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
は
同
課
市
民
税
担
当
で

受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
申

告
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市指定ごみ袋を無償交付します
市民税非課税世帯で条件を満たす世帯が対象

ごみ袋無償交付

問 市クリーンセンター廃棄物対策課 ☎683・7573

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う

ち
左
表
に
該
当
す
る
世
帯

に
、
市
指
定
ご
み
袋
70
枚（
燃
や

せ
る
ご
み
40
枚
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
20
枚
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
10
枚
）を
交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
証
書
、
手
帳
を

忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
は
代
理
人
で
も

で
き
ま
す
が
、
本
人
と
代
理
人

の
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
も

の
）が
必
要
で
す
。

【
日　
時
】 

６
月
26
日（
火
）～

　
　
　
　

 

７
月
２
日（
月
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

【
場　
所
】  

市
役
所
本
庁
１
階　

第
１
会
議
室

条　件
【市民税非課税世帯のうち】

申請に
必要なもの

袋の
サイズ

①実際に１人暮らしをしている70歳以上
　（７月２日現在）の方 印　鑑 小

②児童扶養手当、特別児童扶養手当　　
　受給世帯 印鑑、手当証書

中

③ 身体障害者保健手帳１・２級を持つ人
が属する世帯 印鑑、手帳

④ 精神障害者保健福祉手帳１級を持つ人
が属する世帯 印鑑、手帳

⑤療育手帳Aを持つ人が属する世帯 印鑑、手帳

⑥生活保護受給世帯（1人暮らしで70歳
　以上の方は袋サイズ小） 印　鑑

※大麻町にお住まいで、条件①に該当する市民税申告済みの方のみ、
　板東連絡所でも申請できます。

◆
体
験
入
級

　

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
の
児

童
生
徒
や
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
学
校
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
個
人

や
集
団
で
の
学
習
活
動
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
通
じ
て
学

校
復
帰
に
つ
な
げ
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

体
験
入
級
を
希
望
さ
れ
る
方

は
う
ず
潮
教
室（
旧
教
育
委
員

会
棟
南
側
）ま
で
。

◆
無
料
教
育
相
談

　
「
子
ど
も
が
学
校
へ
行
き
た

が
ら
な
い
」な
ど
、
お
子
さ
ん
の

こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
専
門
の
先

教育の悩みはうずしお教室まで
体験入級と教育相談を実施します

 問 市教育委員会うず潮教室 ☎660・1733

生
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
お
早

め
に
う
ず
潮
教
室
ま
で
。

【
日　

時
】６
月
28
日
、
７
月
19

日
、
９
月
13
日
、
10
月
18
日
、

11
月
15
日
、
平
成
31
年
１
月

17
日
、２
月
14
日（
各
木
曜
日
）

の
そ
れ
ぞ
れ
午
後
２
時
か
ら

５
時
ま
で（
１
人
１
時
間
、

秘
密
厳
守
）

【
相
談
員
】 

宮
内
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

 　
　
　
野
田 

陽
子 

氏
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市からのお知らせ
City_information

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

福祉向上のため医療費の一部を助成しています
重度心身障がい者・ひとり親家庭等医療費の助成申請と更新

医療費助成

◆
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費

　
受
給
者
証

　

同
受
給
者
証（
オ
レ
ン
ジ
色
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限

で
あ
る
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
更
新
手
続
き
が
必
要
な

①
②
に
該
当
す
る
方
に
は
個
別

に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
６
月
15
日（
金
）ま
で
に
次
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
29
年
中
の
所
得
の
申
告

が
お
済
み
で
な
い
保
護
者
の

方
は
市
役
所
税
務
課
で
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
30
年
１
月
１
日
時
点
で

本
市
に
住
民
票
が
な
い
保
護

児童福祉に関する手続きを忘れずに
子どもの医療費受給者証更新と児童手当現況届提出

問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1225

者
の
方
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
確
認
が
必
要
な
方
は
、
市

役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方（
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
、
生
計
の
中
心
者
と
な

る
保
護
者
）は
、
毎
年
６
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
６
月
29
日

（
金
）ま
で
に
必
要
書
類
を
持
参

ま
た
は
郵
送
で
市
役
所
子
ど
も

い
き
い
き
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
公
務
員
の
方
は
所
属
官

庁
へ
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

重度心身障害者医療費 ひとり親家庭等医療費

対　象

▼  身体障害者手帳１級または２級を所持する方

▼  療育手帳Ａを所持する方または知的障害（自閉症を含む）
による特別児童扶養手当１級に認定されている方

▼ 療育手帳B1を所持し、かつ、身体障害者手帳３級
　または４級を所持する方

　ひとり親家庭（母子・父子家庭など）で、18
歳に達する日以後の最初の３月31日までの児
童と、その児童を扶養している方（親の入院
時、児童の入院・通院時の保険診療分の医
療費が助成対象となります。）　
※ 通院時、１ヶ月１医療機関につき1,000円を

限度として一部自己負担があります。

要　件
　医療保険に加入済み（65歳以上75歳未満の方については、
後期高齢者医療の被保険者に限る）で市内に住民票を有してお
り、本人や配偶者、扶養義務者の所得が限度額以内であること。

　医療保険に加入済みで市内に住民票を有
している児童扶養手当受給者などで、所得
が限度額以内であること。

必要書類
など

　新たに申請する場合は、お持ちの身体障害者手帳、療育手
帳または特別児童扶養手当証書と印鑑、被保険者証、本人・
配偶者・扶養義務者の方の個人番号（マイナンバー）が分かる
ものが必要です。制度を利用中の方は、６月中旬に更新申
請書を送付します。住所や保険などに変更がない場合は申
請不要ですが、未申告などで所得の確認ができない場合は、
手続きが必要です。
問 市役所社会福祉課 ☎684・1412

　新たに申請する場合は、印鑑、申請者と
子の被保険者証、個人番号（マイナンバー）
が分かるもの、戸籍謄本（本籍が鳴門市以
外の方）が必要です。
住所や保険などに変
更がない場合は申請
不要です。
問 市役所子どもいきいき課  ☎684・1231

市
で
は
経
済
的

負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
低
所
得
者
世
帯
の
新
高

校
１
年
生
な
ど
に
対
し
て
入
学

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
奨
学

金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
者
】 

次
の
全
て
の
要
件
を

　
満
た
す
方

①
高
等
学
校
な
ど
に
入
学
し
た

新
１
年
生

②
保
護
者
が
鳴
門
市
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る

③ 

生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
母

子･

父
子･

児
童･

障
が
い
者

世
帯

高等学校などへの就学を援助します
市奨学金支給制度を活用ください

問 市教育委員会学校教育課 ☎686・8802

※ 
詳
細
な
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
い
。

【
支
給
金
額
】 
10
万
円（
１
人
１
回
）

※
再
度
の
入
学
は
不
可
。
ま
た
、

虚
偽
の
申
請
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
は
、
す
で
に
支
給
し
た

奨
学
金
の
返
還
を
求
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
期
限
】 

６
月
29
日（
金
）ま
で

【
問
・
申
し
込
み
】 

市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
で
配
布
す
る

申
請
用
紙
に
必
要
書
類
を
添

付
し
、
同
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◆
洪
水
情
報
を
配
信

　

国
土
交
通
省
は
、
昨
年
５
月

か
ら
鳴
門
市
を
含
む
吉
野
川
流

域
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」

を
活
用
し
た
洪
水
情
報
を
配
信

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
雨
な
ど
に
よ
り
危
険
な
水

位
を
超
え
た
と
き
や
氾
濫
し
た

と
き
に
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま

す
。
な
お
、こ
の
緊
急
速
報
メ
ー

ル
は
、
事
前
の
登
録
を
し
な
く

て
も
、
配
信
さ
れ
ま
す（
一
部

の
携
帯
電
話
は
除
く
）。

※
メ
ー
ル
配
信
が
な
く
て
も
身

　
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
避
難

　
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

防災・災害対策への取り組み
問 市役所危機管理課 ☎684・1711
問 市役所土木課　　 ☎684・1166

◆
道
路
の
不
具
合
を
見
つ
け
た
ら

　

側
溝
が
詰
ま
っ
て
い
る
、
道

路
照
明
が
消
え
て
い
る
な
ど
の

道
路
の
不
具
合
を
見
つ
け
た

ら
、
市
役
所
土
木
課
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
連
絡
の
際
に
、

場
所
、
不
具
合
の
状
況
、
連
絡

先
の
ほ
か
状
況
が
分
か
る
写
真

を
提
供
い
た
だ
け
る
と
迅
速
な

状
況
把
握
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
土
木
課
へ
の
連
絡
方
法
】

① 

☎
６
８
４・１
１
６
６

② 

FAX
６
８
４・１
３
４
３

③  

E
メ
ー
ル
：m

ichirepo@
ci     

ty.naruto.i-tokushim
a.jp

④  

そ
の
他
：
同
課
窓
口
で
職
員

に
直
接
依
頼
。

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
第
一

人
者
、
木こ

ば場
克か
つ
み己
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
☆
ト
レ
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

延
べ
１
０
０
万
人
の
方
の
治
療
、

リ
ハ
ビ
リ
か
ら
考
案
し
た「
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ａ
☆
ト
レ
」。
楽
し
く
カ
ラ
ダ

を
動
か
し
な
が
ら
年
齢
と
共
に

衰
え
た
筋
肉
を
強
化
で
き
る
運

動
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　
時
】６
月
27
日（
水
）

　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク　

ア
ミ
ノ
バ
リ
ュ
ー

ホ
ー
ル
２
階　
視
聴
覚
室

【
対
象
／
定
員
】市
内
在
住
、
在

学
、
在
勤
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
60
歳
以
上
の
方
／
50

人
程
度（
先
着
順
）

【
費
用
】無
料

【
準
備
物
】運
動
で
き
る
服
装
、

上
履
き
、
タ
オ
ル
な
ど

【
申
し
込
み
】6
月
22
日（
金
）ま

で
に
、
市
役
所
戦
略
企
画
課

で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
超
過
の
た
め
、
応
募
を

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
方

に
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

ＫＯＢＡ☆トレin鳴門　参加者募集
健康づくりコラムを連載中の木場氏が来鳴

 問 市役所戦略企画課 ☎684・1622  FAX684・1336

20
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
引
き
続
き
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
７

月
に「
受
給
権
者
所
得
状
況
届
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
7
月
初

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら「
受

給
権
者
所
得
状
況
届
」が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
同
封
の
説
明

書
を
よ
く
お
読
み
の
上
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
7
月
31
日

（
火
）ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送

で
市
役
所
市
民
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
障
が
い
状
態
の
確
認

が
必
要
な
方
に
は
診
断
書
の
付

い
た「
障
害
状
態
確
認
届
・
受
給

権
者
所
得
状
況
届
」が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
断
を

受
け
て
か
ら
、
市
民
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
受
給

権
者
所
得
状
況
届
」が
提
出
さ

れ
な
い
場
合
や
、
所
得
の
状
況

が
確
認
で
き
な
い
方
な
ど
は
、

年
金
の
支

払
い
が
一

時
停
止
さ

れ
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
の
で
ご

注
意
く
だ

さ
い
。

７月は障害基礎年金
「受給権者所得状況届」の提出月です

 問 市役所市民課 ☎684・1138

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
本
市

を
訪
れ
た
方
に
対
し
、
施

設
や
土
産
物
店
で
割
引
な
ど
の

特
典
が
受
け
ら
れ
る
パ
ス
を
配

布
し
、
市
内
を
観
光
・
周
遊
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
・
経
済
の
活
性

化
を
目
指
す「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

ス
ポ
ー
ツ
パ
ス
」事
業
を
開
始

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
事
業
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
施
設
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
新
着
情
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
事
業
実
施
期
間
】

　
7
月
～
平
成
31
年
3
月

　
（
予
定
）

【
募
集
施
設
】

　

 

市
内
の
観
光
施
設
、
土
産
物

店
な
ど

【
参
加
施
設
の
要
件
】

　

 

割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
パ
ス
持
参
者
に

提
供
で
き
る
施
設

【
応
募
方
法
】市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
す
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
6
月

11
日（
月
）ま
で
に
持
参
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ

課
へ
提
出

し
て
く
だ

さ
い
。

スポーツパス　参加施設募集
スポーツ大会参加者に市内サービスを提供

 問 市役所スポーツ課 ☎684・1303  FAX684・1309

SPORTS

PASS
SPORTS

PASS
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郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

A
Ｓ
Ａ
３
市（
鳴
門
市
・
東

か
が
わ
市
・
南
あ
わ
じ

市
）は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
た

び
、
３
市
を
結
ぶ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
を
掲
載
し
た「
A
Ｓ

Ａ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
マ
ッ

プ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
の
ほ
か
に
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
を
温
か
く
も
て
な
す
た
め

の
取
り
組
み
に
積
極
的
な
飲
食
店

な
ど
を「
お
も
て
な
し
ス
ポ
ッ
ト
」

と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
A
Ｓ
Ａ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
お

も
て
な
し
ス
ポ
ッ
ト
」と
書
か

れ
た
の
ぼ
り
と
ス
テ
ッ
カ
ー
を

市
で
は
、
民
間
団
体
に
よ
る

町
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

採
択
団
体
に
は
、
集
ま
っ
た 

寄
付
金
の
50
％
を
補
助
金
と
し
て

予
算
の
範
囲
内（
１
０
０
万
円
）で

交
付
し
ま
す
。
な
お
、
残
り
の

50
％
は
、
記
念
品
代
な
ど
の
必

要
経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
の
選
考
に
当
た
り
、
次

の
と
お
り
事
業
企
画
を
募
集
し

ま
す
。

【
対
象
団
体
】市
内
に
主
た
る
事
務

所
を
有
す
る
公
益
的
な
団
体

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
任
意
団
体
な
ど
）

掲
示
し
た
店
舗
で
は
、
空
気
入

れ
・
工
具
セ
ッ
ト
な
ど
の
物
品

を
常
時
配
備
し
、
店
舗
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
で
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を

温
か
く
お
迎
え
し
ま
す
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
中
の
休
憩
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
お
立
ち
寄
り
く
だ 

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
A

Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
特
設
サ
イ

ト
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、「
お

も
て
な
し
ス
ポ
ッ
ト
」に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
新
着
情
報
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

【
対
象
事
業
】主
に
市
内
で
実
施

さ
れ
る
事
業
で
、
公
益
性
・

社
会
貢
献
性
が
高
く
、
補
助

金
の
対
象
経
費
が
50
万
円
以
上

の
事
業

【
申
し
込
み
】６
月
29
日（
金
）ま

で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
市

役
所
戦
略
企
画
課
へ
所
定
の

応
募
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

詳
し
い
内
容
は
募
集
要
項
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
募
集
要

項
お
よ
び
応
募
書
類

は
同
課
で
配
布
す
る

ほ
か
、
市
公
式
ウェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

瀬戸内の風を感じるサイクリング
３市を結ぶASAサイクリングコースマップが完成

まちづくり事業を募集
ガバメントクラウドファンディング事業

あなたの企画を

応援します

問 市役所戦略企画課 ☎684・1622問 市役所戦略企画課 ☎684・1622

　基本的人権の尊重は、日本国憲法において「国民
は、すべての基本的人権の享有を妨げられない。こ
の憲法が国民に保障する基本的人権は、侵すことの
できない永久の権利」と規定されています。
　また、人権は「人間の尊厳に基づいて各人が持っ
ている固有の権利であり、社会を構成するすべての
人々が個人としての生存と自由を確保し、社会にお
いて幸福な生活を営むために欠かすことのできない
権利」です。
　しかしながら、今なお、さまざまな人権問題とし
て同和問題をはじめ、女性や障がい者に対する差別
や偏見、子どもや高齢者への虐待、外国人差別といっ
た複雑かつ多様な人権問題があります。
　私たちは、それぞれが多様な考え方を持ちつつ、
社会生活を営んでおり、少しの意識の違いや、言動

のすれ違いから、相手を傷つけたり、自分が傷つく
ことがありますが、こうした中にも「人格や存在の
否定」といった人権問題につながることが含まれて
いることも少なくありません。
　私たちは、不用意な言動をきっかけに加害者にも
被害者にもなり得るのです。
　自分や家族、友人、そして全ての人が幸せに生き
るためにも、私たちは人権について正しく理解し 
「自分たちが守るべき大切なもの」であるとの認識を
持って、お互いにそれぞれを認め合うことが必要 
です。
　そして、自分の身近な生活から人権意識を持って
行動していくことで、全ての人々が幸せを実感する
ことができる「人権尊重のまち鳴門」の実現をともに
めざしていきましょう。

問 市教育委員会生涯学習人権課 ☎686・8803　市役所人権推進課 ☎684・1148

「人権尊重のまち 鳴門」をめざして
私たちの私たちの

〜 人権って何だろう 〜
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生
活・暮
ら
し

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
◆
籐と
う

の
机
　
◆
餅
つ
き
器

　
◆
電
気
ス
タ
ン
ド

　
◆
布
団
乾
燥
機

　
◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

※
複
数
応
募
の
場
合
は
抽
選
。

【
問
・
申
し
込
み
】6
月
15
日（
金
）ま

　

で
の
平
日
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
の
間
に
市
消
費
者
協
会（
☎

６
８
６･

３
７
７
６
）へ
。

今
月
の
納
期

市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料（
各
第
１
期
）

　

７
月
2
日 

（
月
）ま
で
に
市
役
所

税
務
課
、
保
険
課
ま
た
は
指
定
金
融

機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

４
０
０
㍉
の
献
血
に
ご
協
力
を

【
日
時
】６
月
27
日（
水
）

【
内
容
】現
行
の
小
学
校
・

中
学
校
用
教
科
書
お
よ

び
教
科
書
目
録（
平
成

31
年
度
も
継
続
使
用
）

問 

市
教
育
委
員
会
教
育
支
援
室 

　

 

☎
６
８
６・８
８
０
６

市
の
物
品
を
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品

　
市
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
物
品
を

同
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却
し
ま
す
。

物
品
は
、「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
」↓「
ヤ
フ

オ
ク
！
」↓「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

↓「
鳴
門
市
」か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】６
月
14
日（
木
）午
後
２

　
時
ま
で

※
申
込
期
間
中
に
物
品
の
下
見
が
で

　
き
ま
す
。（
要
予
約
）

問 

市
役
所
契
約
検
査
室 

　

 

☎
６
８
４・１
１
６
１

結
婚
相
談（
要
予
約
）

　
「
良
縁
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー 

ハ
ッ
ピ
ー
な

る
と
」で
は
、
良
縁
を

求
め
る
方
々
を
対
象
に
結
婚
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
登
録
・
相

談
員
の
募
集
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

【
日
時
】毎
月
第
４
火
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館（
旧

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）２
階 
市
社

　
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

問 

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎
６
８
５・７
１
７
０

　
①
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
②
午
後
１
時
20
分
～
４
時
30
分

【
場
所
】市
民
会
館
前

問 

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

 

☎
６
３
１・３
２
０
０

無
料
年
金
相
談

　

徳
島
北
年
金
事
務
所
に
行
け
な
い

方
の
た
め
に
、
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
無
料
年
金
相
談（
要
予
約
）を
毎

月
第
３
木
曜
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】①
各
種
年
金
に
関
す
る
相
談

②
年
金
見
込
額
の
試
算

　
③
各
種
年
金
請
求
書
・
届
書
の

　
　
受
付

※
詳
し
い
開
催
日
時
は
、
広
報
な

る
と
情
報
ガ
イ
ド「
無
料
相
談
」

に
毎
月
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
６
５
７・３
０
８
１

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　

６
月
9
日（
土
）は
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
６
８
３・７
５
７
０

平
成
31
年
度
使
用
教
科
書
の
展
示

【
日
時
】６
月
15
日（
金
）～
28
日（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
除
く
。

【
場
所
】市
教
育
委
員
会
１
階
玄
関

　
ホ
ー
ル

講
座・教
室・試
験
な
ど

地
域
生
活
支
援
事
業
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座（
入
門
課
程
）

【
日
時
】７
月
7
日
か
ら
12
月
8
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日（
全
20
回
）

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

※
お
盆
・
祝
日
な
ど
休
講
あ
り
。

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
場
所
】市
役
所
本
庁
１
階

　
　
　

 

第
１
会
議
室

【
費
用
】３
２
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
問
・
申
し
込
み
】６
月
29
日（
金
）ま

　
で
に
市
役
所
社
会
福
祉
課（
☎
６

　
８
４・１
４
１
２
）へ
。

地
域
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
知
的
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
開

催
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
、
名
刺
や

缶
バ
ッ
チ
な
ど
の
製
作
の
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
楽
し
く
学

び
ま
す
。

【
日
時
】７
月
21
日
か
ら
８
月
25
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分（
全
５
回
）

【
場
所
】福
祉
ホ
ー
ム
リ
ズ
ム
２
階

（
藍
住
町
矢
上
字
安
任
56
番
地
５
）

※
希
望
者
に
は
市
役
所

　
か
ら
会
場
ま
で
の

　
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

【
定
員
】10
人

【
問
・
申
し
込
み
】７
月
13
日（
金
）ま

　

で
に
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン

　

タ
ー
凌
雲（
☎
６
９
３・
１
１
１

　

７
）へ
。

生
活
・
暮
ら
し

団 地 名 階 家賃（所得に応じて）構 造 間 取 り 

高 島 Ｂ 4 25,900～38,500円 4階建 3DK・66．0㎡

矢 倉 Ｅ 1 11,500～17,100円 ４階建 3DK・44．0㎡

矢 倉 Ｈ 1 6,900～10,300円 ４階建 2DK・30．7㎡

桑島第２Ｂ 1 16,300～24,300円 5階建 3DK・56．6㎡

市営住宅の入居者募集 受付日：６月11日（月）、12日（火）　抽選日：６月15日（金）

※矢倉Hは単身入居可（入居条件あり）。
※矢倉Ｅ・Ｈには駐車場なし。
※桑島第２Ｂはひとり親や、多子または精神・知的障が
　い者を含む世帯で申し込み可。
※入居は８月１日（水）からです。

▼  申し込みの際のマイナンバーを用いた申し込み方法や
入居資格などは、市役所まちづくり課（☎684･1162）
へお問い合わせください。

● 費用などの記載がない場合、無料です。 12平成30年６月号



● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

兼
松
病
院　
乳
が
ん
講
習
会

【
日
時
】６
月
9
日（
土
）午
後
２
時
～

【
場
所
】同
病
院
１
階
デ
イ
ル
ー
ム

【
内
容
】①
乳
房
再
建
手
術
の
最
前
線

②
甲
状
腺
の
し
こ
り
の
病
気
③
早

期
発
見
の
た
め
の
乳
が
ん
検
診

【
講
師
】大
阪
大
学 

乳
腺
・
内
分
泌

　
外
科
講
師　
島
津 

研
三 

氏

問 
同
病
院
☎
６
８
５・４
５
３
７

鳴
門
教
育
大
学
公
開
講
座

親
子
で
楽
チ
ン
お
片
付
け

【
日
時
】６
月
9
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　
１
階 

多
目
的
教
室

【
対
象
】小
学
生
の
親
子
、
一
般
社
会
人

【
定
員
／
費
用
】30
人
／
千
円

【
準
備
物
】筆
記
用
具
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

　
１
枚

問 

同
大
学
☎
6
８
７・６
１
０
１

旬
の
魚
の
さ
ば
き
方
教
室

【
日
時
】６
月
23
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
費
用
】１
５
０
０
円

※
当
日
集
金（
お
土
産
あ
り
）。

【
準
備
物
】よ
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ

　
ロ
ン
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
ぬ

　
れ
て
も
よ
い
服
装

【
問
・
申
し
込
み
】６
月
20
日（
水
）

ま
で
に
市
役
所
水
産
振
興
室（
☎

６
８
４・１
１
５
２
）へ
。

じ
ぃ
じ
＆
ば
ぁ
ば
の
た
め
の

孫
育
て
講
座

　

育
児
に
関
す
る
日
頃

の
感
謝
と
モ
ヤ
モ
ヤ
。

祖
父
母
と
親
が
本
音
を

伝
え
合
う
座
談
会
で
す
。

【
日
時
】６
月
24
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】市
消
防
本
部 

３
階
会
議
室

【
対
象
】親
・
祖
父
母

【
定
員
】40
人（
先
着
順
）

【
問
・
申
し
込
み
】６
月
8
日（
金
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
市

役
所
人
権
推
進
課（
☎
６
８
４・１

　
１
４
８ 

Ｅ
メ
ー
ル
：jinkensuis

　

hin@
city.naruto.i-tokushim

a

　

.jp

）へ
。

募　
集

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
出
来
栄
え
や
工
夫
を
競
う
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
。
入
賞
者
に
は
賞
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】７
月
23
日（
月
）～
９
月

　
14
日（
金
）

【
対
象
】市
内
で
、
今
春
以
降
に
植
え

た
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の

「
つ
る
性
植
物
」を
使
っ
た
緑
の

カ
ー
テ
ン
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
方（
個
人
・
家
庭
）

※
ゴ
ー
ヤ
苗
配
布
日
は
広
報
５
月
号

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
方
法
】応
募
用
紙
と
緑
の
カ
ー

テ
ン
の
写
真
を
持
参
、
郵
送
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環
境
学

習
館（
〒
７
７
１・０
３
６
１ 

瀬
戸

町
堂
浦
字
浦
代
１
０
５
番
地
17

－

２ 

Ｅ
メ
ー
ル
：kankyo@

city.
naruto.i-tokushim

a.jp

）へ
。

※
応
募
用
紙
は
市
役
所
本
庁
１
階
案

内
や
各
公
民
館
で
配
布
す
る
ほ

か
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問 
同
館
☎
６
８
３・７
５
６
８

行政相談 日時  ６月８日（金） 13：00～16：00 
場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：原内
問 市役所秘書広報課 ☎684・1118
人権相談 日時  ６月１日、15日（各金曜日）
　13：30～16：30　 場所  市役所本庁１階市民相談室
※上記の時間帯に電話相談も行います。
問 市役所人権推進課 ☎684・1423
成年後見制度相談※原則予約
日時  ６月20日（水） 13：30～15：30
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 市役所長寿介護課 ☎684・1175
成年後見・相続・遺言の相談 日時  ６月８日（金） 
　13：00～15：00　 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440
女性相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  女性子ども支援センター
問 「ぱぁとなー」 ☎684・1413、☎684・1408
心配ごと相談 日時  毎金曜（休日除く） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）　
　 　２階 市社会福祉協議会相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170
職業相談 日時  ６月６日（水） 13：30～14：30
場所  市川崎会館１階 相談室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270
身体障害者相談 日時  月～金曜（休日除く）  9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144
NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200
消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：30～
　15：30  場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776
法務相談※要予約 
日時  ６月11日（月）15：00～17：00
場所  市消防本部３階会議室
内容  くらしの法務相談全般
問 四国市民法務サポート 森江 ☎080・4138・5462
　 Ｅメール：daizo-3@nifty.com
年金相談 ※要予約
日時  ６月21日（木） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階第２会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081
若者の就労相談会 ※要予約
日時  ６月５日、12日、19日 、26日（各火曜日） 
       13：00～17：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要確認）
問 とくしま地域若者サポートステーション ☎602・0553
認知症サポート医によるもの忘れ相談 
日時  ６月27日（水） 14：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417
介護者家族の会による相談
日時  ６月12、26日（各火曜日） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）
       2階 市社会福祉協議会相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417
不動産相談 日時  ６月19日（火） 13：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 徳島県宅地建物取引業協会 ☎625・0318

無料相談

鳴
門
病
院　
糖
尿
病
教
室

【
日
時
】6
月
12
日（
火
）

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
１
時

【
場
所
】同
病
院
３
階
大
会
議
室

※
費
用
は
要
問
い
合
わ
せ
。

【
内
容
】糖
尿
病
食
の
試
食
会　

【
問
・
申
し
込
み
】６
月
８
日（
金
）ま

　
で
に
同
病
院（
☎
６
８
３・０
０

　
１
１
）へ
。

小
川
病
院

糖
尿
病
・
物
忘
れ
教
室

　
「
介
護
で
倒
れ
て
し
ま
わ
な
い
た

め
に
」と
題
し
た
講
演
と
認
知
症
予

防
の
簡
易
な
運
動
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】６
月
9
日（
土
）

　
　
　
午
後
４
時
～
５
時

【
場
所
】同
病
院
６
階
会
議
室

【
講
師
】あ
い
愛
介
護
相
談
室 

主
任 

介
護
支
援
専
門
員 

黒
田 

玲
子 

氏

問 
同
病
院
☎
６
８
６
・
２
３
２
２

13 平成30年６月号



【
日
時
】６
月
3
日（
日
）

　
　
　
正
午
～
午
後
５
時
30
分

【
場
所
】種
蒔
大
師　
東
林
院

問 

同
院
☎
６
８
９・０
０
５
３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
修
会

　
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
で
き
る

こ
と
～
地
域
共

生
の
道
筋
づ
く

り
～
」と
題
し
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】６
月
16
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
２
階

　
　
　
第
１
会
議
室

【
講
師
】豊
中
市
副
市
長 

田
中
逸
郎
氏 

問 

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　

 

☎
６
８
４・１
１
８
９

第
７
回
瀬
戸
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
ど
い

　
生
演
奏
や
防
災
研
修
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】６
月
10
日（
日
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

【
場
所
】瀬
戸
公
民
館

問 

同
館 

☎
６
８
８・０
４
８
５

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ズ
企
画
展

　
毎
週
月
曜
日（
休
館
日
）を
除
く
、

午
前
10
時
～
午
後
6
時
ま
で
企
画
展

を
開
催
。

■
ム
ラ
ヤ
マ 

イ
サ
ヲ 

心
文
字
展

【
日
時
】６
月
1
日（
金
）～
14
日（
木
）

【
内
容
】筆
ペ
ン
文
字
の
心
書
画
展

■
特
別
絵
画
展

【
日
時
】６
月
15
日（
金
）～
７
月
15
日

（
日
）

【
内
容
】鳴
門
市
在
住
作
家
の
作
品
展

問 

同
店
☎
６
８
７・０
９
３
３

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
日
本
ト
ー
タ
ー
杯
競
走

　
６
月
9
日（
土
）～
14
日（
木
）

●
マ
ク
ー
ル
杯
競
走

　
６
月
17
日（
日
）～
21
日（
木
）

●
第
９
回
鳴
門
商
工
会
議
所

　
会
頭
杯
競
走

　
６
月
25
日（
月
）～
28
日（
木
）

■
ボ
ー
ト
シ
ネ
マ

【
日
時
】６
月
17
日（
日
）

　
①
午
後
０
時
45
分
上
映

　
②
午
後
３
時
30
分
上
映

※
受
付
開
始
は
上
映
の
45
分
前
。

【
場
所
】な
る
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ル

【
作
品
】①
怪
盗
グ
ル
ー
の
ミ
ニ
オ
ン

　
大
脱
走
②
シ
ン
グ

※
各
回
先
着
２
０
０
人
ま
で
。

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　

 

☎
６
８
５・８
１
１
１

谷
口
よ
し
あ
き
風
景
展

【
日
時
】６
月
６
日（
水
）～
18
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
６
月
11
日（
月
）、
12

日（
火
）は
店
休
日

で
す
。

【
場
所
】風
待
ち
の
丘
ル
ン

問 

同
店 

☎
６
８
２・０
０
１
５

か
ら
20
日（
水
）ま
で
に
市
役
所

子
ど
も
い
き
い
き
課（
☎
６
８
４･

１
２
２
５
）へ
。

着
衣
泳
体
験
会

　
水
の
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

【
日
時
】６
月
24
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
教
育
大
学
プ
ー
ル

【
対
象
】３
歳
以
上

※
６
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
講
師
】松
井 

敦
典 

同
大
学
院
教
授

【
問
・
申
し
込
み
】６
月
18
日（
月
）ま

で
に
所
定
の
参
加
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
リ
ビ
ン
グ

鳴
門
広
報
社
内 

鳴
泳
会
事
務
局

（
☎
６
８
３・０
０
８
０
）へ
。

鳴
門
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

　

お
い
し
い
お
菓
子
と
お
抹
茶
で

ほ
っ
こ
り
し
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】６
月
30
日（
土
） 

午
前
10
時

～
11
時
30
分（
開
場
：
9
時
30
分
）

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館（
旧
老

　
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）３
階 

大
会
議
室

【
問
・
申
し
込
み
】6
月
22
日（
金
）ま

　

で
に
鳴
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー（
☎

６
８
３・０
７
８
８
）へ
。

種
ま
き
祭
り
２
０
１
８

　

手
作
り
の
品
が
並
ぶ
お
寺
市
や

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
な
ど
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

催
し・イ
ベ
ン
ト

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
８

【
日
時
】7
月
7
日（
土
）

　
午
後
2
時
開
演（
午
後
１
時
開
場
）

【
場
所
】市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
出
演
】海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊

【
応
募
方
法
】６
月
15
日（
金
・
当
日

消
印
有
効
）ま
で
に
往
復
は
が
き

に
住
所
、
参
加
者
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
を
記
入
し
、
海
上
自

衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
広
報
室

（
〒
７
７
１・
０
２
９
２ 

板
野
郡

松
茂
町
住
吉
字
住
吉
開
拓
38
番

地
）へ
。

※
応
募
は
１
人
１
通
と
し
、
往
復

は
が
き
１
枚
で
４
人
ま
で
応
募

可
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問 

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群

　

 

広
報
室
☎
６
９
９・５
１
１
１

　「
に
こ
に
こ
！
N
＊
C
A
P
！
」

　

墨
と
半
紙
を
使
っ
て
、
願
い
ご

と
を
書
い
た
掛
け
軸
を
飾
り
ま
し

ょ
う
。

【
日
時
】７
月
1
日（
日
）

　
　
　
正
午
～
午
後
４
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
教
育
大
学 

地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
１
階 

多
目
的
教
室

【
講
師
】同
大
学
教
授 

内
藤 

隆 

氏

【
対
象
／
定
員
】小
学
１
年
生
～
６
年  

　
生
／
30
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】水
筒
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

【
問
・
申
し
込
み
】６
月
18
日（
月
）

募　
集

な
り
ま
せ
ん
か「
自
衛
官
」

【
種
目
・
資
格
】自
衛
官
候
補
生（
男

子
・
女
子
）＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満（
高
校
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

【
受
付
期
間
】随
時
受
付
中

問 

自
衛
隊
鳴
門
地
域
事
務
所

　

 

☎
６
８
５・５
３
０
６

警
察
職
員
採
用
試
験

　
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
警
察

官
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

【
試
験
日
】

①
警
察
職
員（
短
大
・
高
卒
程
度
）

　
９
月
23
日（
日
）

②
警
察
官
Ｂ（
短
大
・
高
卒
程
度
）

　
10
月
14
日（
日
）

③
警
察
職
員（
身
体
障
が
い
者
対
象
）

　

10
月
21
日（
日
）

【
受
付
期
間
】

　
①
・
③
８
月
９
日
～
27
日

　
②
８
月
９
日
～
30
日

問 

警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

　

 

☎
６
２
１・２
９
５
３

賀
川
豊
彦
記
念
館
朗
読
者

　
第
16
回
平
和
祈
念
朗
読
会
で
の
朗

読
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】8
月
6
日（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
募
集
人
数
】５
人

【
問
・
申
し
込
み
】６
月
23
日（
土
）

ま
で
に
同
館
事
務
局（
☎
６
８
９･

５
０
５
０
）へ
。

● 費用などの記載がない場合、無料です。 14平成30年６月号



情報ガイド INFORMATION  GUIDE

キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店 

４
階
催
し

栽
景
盆
栽
展

【
日
時
】６
月
3
日（
日
）ま
で

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

問 

益
岡
☎
０
９
０・１
０
０
６・４
４
３
２

初
夏
の
山さ
ん
や
そ
う
野
草
展
示
会

【
日
時
】6
月
9
日（
土
）、
10
日（
日
）

　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
４
時

問 

星
野
☎
０
９
０・３
２
７
１・８
４
３
７

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
パ
ネ
ル
展

【
日
時
】６
月
18
日（
月
）～
25
日（
月
）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

萩
原
☎
６
６
５・９
６
５
４

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
50
周
年
企
画

文
学
碑
パ
ネ
ル
巡
回
展
in
な
る
と

【
日
時
】6
月
27
日（
水
）～
７
月
４
日

（
水
） 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　

 

☎
６
８
５・３
５
４
３

手
づ
く
り
絵
本
く
れ
よ
ん
展

【
日
時
】６
月
30
日（
土
）～
７
月
2
日

　
（
月
）午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

福
池 

☎
６
８
６・７
２
９
１

〜
写
真
と
ビ
デ
オ
で
綴
る
〜

２
作
品
同
時
公
開

【
日
時
】6
月
12
日（
火
）～
16
日（
土
）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

【
作
品
】①
コ
ウ
ノ
ト
リ
物
語

　
　
　
②
ヒ
マ
ラ
ヤ
展
望

問 

野
口
☎
０
９
０・７
７
８
５・２
１
５
６

図
書
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

　
６
月
１
日（
金
）か
ら
耐
震
改
修
工

事
に
向
け
休
館
し
、
７
月
１
日（
日
）

か
ら
仮
設
図
書
館
を
開
設
し
ま
す
。

【
開
館
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
７
時

【
場
所
】旧
教
育
委
員
会
棟（
撫
養
町

　
大
桑
島
字
濘
岩
浜
８―

２
）

【
休
館
日
】毎
週
火
曜
日
、
毎
月
第
１

金
曜
日（
館
内
整
理
日
）、
年
末
年
始

（
12
月
29
日（
土
）～
1
月
3
日（
木
））

▼６月１日～ 風水害に備えよう

▼６月16日～ 市クリーンセンターからのお知らせ

鳴門ビデオボランティア制作番組

▼６月１日～ 花の山野草園／石川 光夫（吉野川市）

▼６月16日～ 散歩道に咲く／板東 公
いさお

（徳島市）

   放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
 行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

　第44回大道銀天街納涼市を開催
します。そこで、大道銀天街に設置
したコースを事務椅子で疾走する
２時間耐久レース「いす－１GP2018」
と「のど自慢大会」の参加者を募集
しています。
　参加申し込みなど、詳しい内容は
下記へお問い合わせの上、ぜひ、ご参加ください。

【日時】 7月21日（土）
【場所】 大道銀天街周辺
●いす－１GP2018　午後５時～７時
　（受付：午後２時～３時）
　申し込み期限：6月30日（土）当日消印有効
●のど自慢大会　午後7時30分～8時30分
　申し込み期限：6月24日（日）当日消印有効
※７月８日（日）にひかりやわいわいプラザで予選
　審査があります。
問 鳴門市大道商店街振興組合事務局
　 （鳴門商工会議所内） ☎685･3748

　ユニバーサルデザインに配慮した「色」と「文字」の
使い方に関する講演会を開催します。

【日時】 ６月９日（土） 午後１時～４時
【場所】 うずしお会館２階 第１会議室
【演題】 伝えるためのカラーユニバーサルデザイン
問 カラーユニバーサルデザインをすすめる会 
　 友枝  ☎090・8973・8581

● ユニバーサルデザインに配慮した観光パンフ
　 レットで観光都市鳴門を全国に発信しよう！
～人にやさしく、わかりやすいパンフレットのつくり方を学ぶ～

まちづくり活動応援補助金事業

第44回
大道銀天街納涼市 開催

● 鳴門市観光・健康づくり事業
～観て・聞いて・感じよう鳴門いきいきウオーキング～

　里浦地区でノルディックウオーク観光体験ツアー
を開催します。

【日時】 ６月10日（日） 午前９時～11時
【集合場所】 岡崎海岸　公園トイレ前
※雨天時は６月17日（日）に順延します。

【問・申し込み】 ６月４日（月）までに鳴門ノルディッ
クウオーククラブ柳澤（☎090・7627・0371）へ。

● 北灘劇場2018 ～シネマ編～
　休校中の体育館を活用し、映画「一枚
のハガキ」（出演：大杉漣）を上映します。

【日時】6月30日（土）
　（午前の部）午前10時～正午
　（開場：午前９時30分）
　（午後の部）午後１時30分～３時30分（開場：午後１時）

【場所】北灘西小学校　体育館
【無料券配布先】JF北灘さかな市、北灘公民館、鳴門
　北灘郵便局、山崎石油 他
※無料券をお持ちでない方は、当日入場料500円を

お支払いいただきます。
問 北灘町活性化会議 近藤 ☎090・1575・8533

15 平成30年６月号



Health Info
健康相談

【日　時】 ６月７日（木）、20日（水）、25日（月）
　午前９時30分～11時30分

【場　所】鳴門ふれあい健康館１階
　　　　（旧老人福祉センター）

乳幼児健診

【場　所】鳴門ふれあい健康館3階
　　　　（旧老人福祉センター）
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 ６月８日㈮
    対 平成26年12月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 ６月21日㈭
    対 平成28年11月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月児健診  実 ６月14日㈭
    対 平成29年８月生まれ 受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 ６月14日㈭
    対 平成30年１月生まれ 受 13：20～13：40
■ 股関節脱臼検診  実 ６月15日㈮
    対 平成30年２月、４月生まれ 
    受 12：40～13：00

休日当番医

　受診は救急患者に限られ、往診はでき
ません。当番医は変更となる場合があり
ます。お問い合わせはテレホンガイド（☎
685・3322）まで。

【診療時間】 午前９時～午後10時
※午後10時からは、徳島県鳴門病院などの

二次緊急医療機関をご利用ください。
６月３日（日） さくら耳鼻咽喉科（北浜）
 ［耳］  ☎685・7701
　　10日（日） 岡㟢内科循環器科（高島）
 ［内・循・小］ ☎687・2720
　　17日（日） 板東診療所（板東）
 ［内・呼・消］ ☎689・1252
　　24日（日） 今井メンタルクリニック（黒崎）
 ［精・神・心内］ ☎683・1552
７月１日（日） だいとうレディースクリニック（大桑島）
 ［産・内］  ☎683・1588

16平成30年６月号

マタニティ教室に参加しませんか？募 集

　安心して出産をむかえるために、妊娠中の生活や栄養、出産への準備
を一緒に考えていきましょう。

【日　時】６月12日（火）　午前10時～11時30分
　　　　 ６月19日（火）　午後２時～３時30分

【対　象】妊娠16週以降の方
【内　容】妊娠中の過ごし方
　　　　妊婦健診結果の見方
　　　　出産に向けての準備
　　　　妊娠中～産後の食事　など

【申し込み】 参加を希望される実施日の1週
間前までに電話・ファクス・Ｅメールの
いずれかの方法で表題《子育て世代包括
支援センター》へお申し込みください。
沐
も く よ く

浴実習については随時行っています。
事前に予約をお願いします。

6月は食育月間
～食べることは生きること～

食 育
月 間

　「食育」とは、様々な食の経験を通じて、「食」に関する知識や選択する力
を身に付けるなど、健康的な食生活を営むための力を育むことです。
　近年、栄養の偏り、不規則な食事などによる肥満や、生活習慣病の増加、
若い女性を中心にみられる過度な痩身志向に加え、高齢者の低栄養傾向
などの問題が指摘されています。
　こうした中で、生涯にわたって「食べる力」＝「生きる力」を育むことが重要
となっています。子どもだけではなく、成人から高齢者、また、妊娠中の
方など、すべての方が今一度、日頃の食生活を振り返るとともに、自身の
経験や得た知識などを家族や友人らと共有し、「食育の輪」を広げましょう。

食育に関する詳しい内容は、農林水産省「食育基本法」「食育推進基本計
画」に記載されています。

「食育の輪」
高齢期

思春期

乳幼児期

学童期

妊娠期
（胎児期）

成人期

たっぷり
おいしいレシピ

料 理

　豊かな自然に恵まれた本市には、季節のおいしい食べ物がたくさん
あります。地域の食材を使ったレシピやヘルシーな野菜をたっぷり使っ
たレシピなど、 「手軽に作れてとってもおいしいよ！」 「ちょっぴり豪華
な気分♪」そんなレシピを募集しています。ぜひ、ご応募ください。

【応募方法】 はがき、ファクス、Ｅメールいずれかの方法で、
　①献立名　②材料・分量・作り方　③おすすめのポイントなど
　④氏名、住所、電話番号をご記入のうえ、市役所健康増進課へ。
　応募していただいたレシピは「広報なると」に掲載させていただく場
　合があります。

大募集！



すこやかライフ
健康な生活を送りましょう

《母子保健、栄養指導》☎684・1049　《成人保健》☎684・1137　《予防接種》☎684・1206
《子育て世代包括支援センター》☎684・1561　〒772・0003  撫養町南浜字東浜24-2   FAX 684・1114 

mail 同課：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp　同支援センター：neuvola@city.naruto.i-tokushima.jp

　　　お問い合わせ　鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）内　市健康増進課、市子育て世代包括支援センター

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

平成30年度集団がん検診
早期発見のために忘れず受けましょう

検 診
案 内

　本市に住民登録し、平成31年
３月31日を基準日として、下記
対象年齢に達している方
※胃がん、骨粗しょう症検診は、

平成29年４月１日から30年３
月31日までの間に受診してい
ない方

①平成31年３月31日を基準日として、70歳に達している方
②65歳以上69歳以下の障がい認定による後期高

齢者医療受給者の方
③対象年齢で生活保護に属する方
④対象年齢で市民税（当該年度）非課税世帯に属

する方
※②③④に該当する方は、検診申し込み時にお申し出ください。
　③④に該当する方は、事前に免除申請の手続きが必要です。

検
診
料
無
料
の
方

対　

象

▼ 集団がん検診種別と対象年齢と料金
検診種別 対象年齢 料金 検診種別 対象年齢 料金

肺がん検診
（結核健診含む）

40歳以上 レントゲン　300円 胃がん検診 50歳以上 1,000円
大腸がん検診 40歳以上 500円

50歳以上 レントゲン＋喀
かくたん

痰　800円 骨粗しょう症 30～70歳の女性 600円
※本市で実施する検診は、集団検診または医療機関のどちらかで年１回受けられます。
　ただし、胃がん検診・骨粗しょう症は２年に１回の受診となります。　

マムシに気を付けよう
咬
か

まれたらすぐに血清を
マムシ
血 清

※胃がん検診は受診定員がございます。予定がお決まりの方は、早めにお申し込みいただきますようお願いします。

※大腸がん検診の日は容器を配布し、回収日に提出していただきます。回収日は、配布時に説明します。

　毎年、発生している、マムシに咬まれた方の早期治療を図るため、乾燥マムシウ
マ抗毒素（マムシ血清）を市内では徳島県鳴門病院（☎683・0011）と鳴門山上病院

（☎687・1234）と中西医院（☎689・1508）に10月31日（水）まで保管しています。
　保管期間外は徳島保健所（☎652・5153）で保管しています。

17 平成30年６月号

▼ 集団がん検診日程（●が実施する検診）

実施日 受付時間 場　所 胃がん
（定員） 肺がん 大腸がん 骨粗しょう

症 受診方法

６月16日
（土）

８：30～９：00
堀江公民館

● （50） ● ● 　検診日の10日前
までに、電話・ファ
クス・Ｅメールま
た は 電 子 申 請（市
公式ウェブサイト
内）のいずれかで、
住所・氏名・年齢・
希望内容（実施日・
場所・検診の種別）
を市役所健康増進
課へ。

10：00～10：30 ●

6月27日
（水）

８：30～９：00 萩原集会所 ●
10：00～10：30 大津中央公民館 ●
11：00～11：30 里浦集会所 ●
13：30～14：00 北灘公民館 ●
14：30～15：00 瀬戸公民館 ●
15：30～16：30 鳴門公民館 ●

７月21日
（土）

８：30～９：00 鳴門ふれあい健康館
（旧老人福祉センター）

●（100） ● ●
10：00～10：30 ●
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【問・申し込み】 市教育委員会 生涯学習人権課
 　　　　 ☎088・686・8804 ／ FAX088・686・8005

①希望する日の１カ月前までに、講座名・受講者名・ 場所・希
望日時を申込書（市教育委員会生涯学習人権課で配布）に記入
し、同課へ提出してください。市公式ウェブサイトからも申
し込みできます。

②場所や日程などを講座担当課と調整し、決定通知を送付します。
③学習会場へ講師が出向き、講座を行います。

申し込みから講座開催までの流れ

No.70　 不慮の事故や災害にあったときの応急手当

生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

職員など
による
出前講座を
行います

講
座
の
目
的

　
「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出

前
講
座
」は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
申
し
込
み
を
受
け
て
市
役

所
職
員
な
ど
が
学
習
の
場
に

出
向
き
講
座
を
行
う
、 「
ま
ち

づ
く
り
」の
た
め
の
学
習
機
会

で
す
。
市
政
の
仕
組
み
や
事

業
内
容
な
ど
皆
さ
ん
が「
知
り

た
い
、
聞
い
て
み
た
い
、
身

に
付
け
た
い
」と
思
う
こ
と

を
、
楽
し
く
分
か
り
や
す
く

説
明
し
、
気
軽
に
学
び
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
91
件
、
２
５
５

６
人
の
方
が

受
講
し
、
好
評

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

本
年
度
も
、

鳴
門
教
育
大
学

の
先
生
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
師

の
協
力
に
よ
る

講
座
を
設
け
、

充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
の
学
習
活
動
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

利
用
は
10
人
以
上
の

団
体
・
グ
ル
ー
プ
で

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
方
が
つ
く
る
10
人

以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が

利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

政
治
や
宗
教
、
営
利
を
目
的

と
し
た
活
動
、
苦
情
、
陳
情

な
ど
、
出
前
講
座
の
目
的
に

反
し
て
い
る
場
合
は
、
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

開
催
場
所
と
日
時

　

学
習
会
場
は
、
申
込
者
に

用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
し
て
も
適
当
な
会
場
が

見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
学
習
時
間
は

原
則
と
し
て
平
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間

の
２
時
間
以
内
で
す
。

原
則
無
料
で
利
用
可
能

　

講
師
は
無
料
で
派
遣
し
ま

す
。
た
だ
し
、
講
座
に
よ
っ

て
は
使
用
す
る
材
料
の
費
用

な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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分類 番号 講座名

市　政

１ 鳴門市の財政状況
２ 鳴門市の行政改革
３ 鳴門市の情報公開
４ くらしに役立つ税のおはなし
５ あなたの大切な資産の状況は
６ 第六次鳴門市総合計画
７ 市民生活と公共交通
８ 鳴門市の広報と広聴事務
９ 電子自治体時代に向けて
10 市民課の窓口業務のおはなし
11 国民年金のしくみ
12 NPO法人の設立とその運営
13 交通安全を心掛けよう
14 最近の道路交通法改正について
15 市民が主役のまちづくりの実現をめざして
16 地域で防ごう！消費者被害
17 プロスポーツを活用したまちづくり
18 生涯スポーツをはじめてみませんか
19 災害に備えて
20 男女が支え合うまちづくりを考える
21 すべての人の人権を確立するために
22 夫婦間家庭内暴力（DV）と人権
23 デートDVとは？
24 ストップ！！児童虐待
25 農地転用
26 選挙のしくみ
27 監査のしごと
28 鳴門市の議会

文化振興
国際交流

29 郷土の世界的偉人「賀川豊彦」
30 グーテン・ターク！ドイツ文化講座
31 ニーハオ！　中国文化講座
32 「なると第九」講座

福　祉

33 社会福祉制度
34 障がい者福祉制度
35 子育て支援新制度宅配便
36 幼児期の食生活
37 高齢者福祉と介護保険制度について
38 元気高齢者を目指そう
39 認知症サポーター養成講座
40 知っておきたい　成年後見制度
41 国民健康保険制度
42 後期高齢者医療制度

健　康

43 「鳴門市健康づくりの推進と地域の医療を守り育む条例」について
44 子どもの健康づくり
45 生活習慣病の予防（特定健診・特定保健指導）
46 健康づくりと食生活
47 わくわくクッキング教室

環　境

48 クリーンセンターのしごと
49 ごみ問題とリサイクル
50 マイバッグ運動推進
51 自然の恵み、再生可能エネルギー
52 水環境と生活排水対策

建　設

53 鳴門市の下水道事業
54 木造住宅の耐震診断、耐震改修について
55 鳴門市の都市計画
56 鳴門市の空家対策

農業水産
57 鳴門の農産物
58 農業振興のための整備事業
59 鳴門の漁業

観　光
商工業

60 観光の宝箱　鳴門全編
61 鳴門の商工業を応援します

教　育 62 青少年こそ！地域活動の牽引者
63 鳴門の文化遺産・自然遺産

分類 番号 講座名

教　育

64 ちょっと昔の道具とくらし
65 人権問題解決に向けて
66 学校給食と食育について
67 幼稚園のおはなし
68 青少年の健全育成のために

消　防
69 知っておきたい火災を起こさない知識　
70 不慮の事故や災害にあったときの応急手当
71 消防のしごと

公営企業
72 鳴門市水道事業ビジョン
73 水道事業のあらまし
74 鳴門市のモーターボート競走事業について

文化振興

75 鳴門における芸術文化活動
76 大正琴入門
77 邦楽入門
78 俳句入門
79 俳画入門
80 短歌入門
81 川柳入門
82 墨絵入門
83 絵手紙入門
84 フラワーデザイン入門
85 陶芸入門
86 トールペイント入門
87 箏曲（そうきょく）入門

鳴　門
教　育
大　学

※

88
①9，10歳の壁 －児童期の認知発達の観点から－
②ちょっと気になる子への理解と対応
③幼児期のしつけについて

89 ①出張ベビーケアマッサージの講座
②子どもの健やかな育ちと家庭生活

90

①支援をつなぐために －連携の進め方－
②気持ちやストレスと上手に付き合う
③不登校の子どもたちへの理解と対応
④インターネット利用とメンタルヘルス
⑤子どもの発達のアセスメント

91 ①認知症の理解とかかわり，予防
②介護家族の心理とストレスケア

92 発達障害児の診断・支援について

93 障がいのある人と震災 —阪神・淡路大震災の経
験と東日本大震災へのサポート活動を通して—

94 絵本の仕掛けとその読み聞かせの効果

95 ①漢字の不思議に迫る
②日本語のかくれた法則性に迫る

96 高齢化社会と地域

97 ①日本社会の歴史〈近世〉
②地域の史料から歴史をみる〈近世・近代〉

98

①2020年の南海トラフ巨大地震に備えた学校危機管理
②地学で解き明かす歴史の謎
③地学でもっと楽しむ国内・海外旅行（見る・食べる・飲む）
④リクエストに応じて地球の不思議解決
⑤2035年寒冷化する地球
⑥2020年の南海トラフ巨大地震に備えた減災対策

99 楽しい合唱教室
100 探検のすすめ

101
①身近な自然で楽しむ野外教育とリスクマネ－ジメント
②中・高生のためのスポーツトレーニング入門
③部活動における救急法とテーピング

102 地震に対する日頃の備え
－部屋の安全点検と家具転倒防止について－

103 マナーとコミュニケーション

104

①児童生徒理解と生徒指導 －優しくて厳しい生徒指導－
②大人になるということ －依存と自立の意味－
③人権教育の活性化にむけて －リアリティのある人権教育－
④いじめ問題を考える －同世代人間関係の意味－

105 ①子どもの絵の見方
②たのしい鑑賞遊び

※鳴門教育大学との連携事業講座の受付は、平成31年１月末までです。

平成30年度「生涯学習まちづくり出前講座」メニュー
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
は
、

郵
便
、
ウ
ェ
ブ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
使
う
申
請
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
、
申
請
後
、
カ
ー
ド
が
で
き

た
時
点
で
市
役
所
へ
来
庁
し
、
本
人
確
認
や

暗
証
番
号
の
設
定
を
行
っ
て
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
と
い
う「
交
付
時
来
庁
方
式
」で
し
た
。 

　
６
月
か
ら
は
、
そ
れ
に
加
え
て「
申
請
時

来
庁
方
式
」を
導
入
し
ま
す
。
申
請
を
市
民

課
窓
口
で
行
い
、
そ
の
時
に
本
人
確
認
や

暗
証
番
号
の
設
定
依
頼
な
ど
を
済
ま
せ
、

カ
ー
ド
は
自
宅
で
本
人
限
定
郵
便
に
よ
り

受
け
取
る
と
い
う
方
法
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
申
請
を
見
送
っ
て
い
た
人
は
、

「
申
請
時
来
庁
方
式
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
同
課
職
員
が
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

【
必
要
な
も
の
】

①
通
知
カ
ー
ド

②
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

③
本
人
確
認
書
類

④
印
鑑

⑤
申
請
の
規
格
に
適
し
た

　
写
真

※
同
課
で
は
、
顔
写
真
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
撮

影
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
本
人
確
認
書
類
】

※
Ａ
か
ら
２
点
、
ま
た
は
、
Ａ
か
ら
１
点

　

+

Ｂ
か
ら
１
点
。

（
Ａ
）

 

・ 

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

在
留
カ
ー
ド
、
運
転
経
歴
証
明
書（
平
成

24
年
４
月
１
日
以
降
に
発
行
の
も
の
）

（
Ｂ
）

 

・ 

各
種
健
康
保
険
証
、
各
種
年
金
手
帳
、

各
種
受
給
者
証
、
社
員
証
、
学
生
証
、

預
金
通
帳
な
ど

【
注
意
点
】

 

・ 

市
に
住
民
登
録
が
な
い
方
や
郵
便
物
の

転
送
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
方
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

 

・ 

代
理
人
に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

・ 

申
請
時
に
必
要
な
書
類
が
不
足
し
て
い

る
場
合
は
、
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
際

に
本
人
確
認
す
る「
交
付
時
来
庁
方

　

式
」に
切
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

※
詳
し
く
は
同
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

障がいのある人もない人も、ともに、地域で
いきいきと安心して暮らせるまちづくり

※計画は、同課で閲覧できるほか、市公式ウェブサイトでも公開しています。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

「
申
請
時
来
庁
方
式
」を
導
入
し
ま
す

問 

市
役
所
市
民
課 

☎
０
８
８・６
８
４・１
０
９
２

　障がい者支援に関する市政全般
にわたる計画。

〔基本方針〕
①障がい者への意思決定支援、権
　利擁護支援の推進
②ライフステージに応じた切れ目
　のない支援
③誰もが安心して暮らせる地域共
　生社会の推進

〔基本目標〕
①地域生活への支援
②生きがい活動の促進
③ともに支え合うまちづくり

鳴門市障害者計画
（平成30年度～35年度）

　障がい福祉サービスの事業量
見込みと提供体制確保策などを
定めた計画。

〔基本目標〕
①自己決定の尊重と意思決定の支
　援、権利擁護支援の推進
②ライフステージに応じたサービ
　ス提供体制の強化
③地域生活への移行・定着の推進
　と就労支援の強化

第５期鳴門市障害福祉計画
（平成30年度～32年度）

問 市役所社会福祉課 ☎088・684・1145

障がい福祉に関する
3つの計画を策定

　障がい児への福祉サービスの事
業量見込みと提供体制確保策など
を定めた計画。

〔基本目標〕
①専門性の高い療育の促進、支援
　体制の整備
②家族支援の強化と地域社会への
　参加、抱容の推進

第１期鳴門市障害児福祉計画
（平成30年度～32年度）

作
り
ま
し
ょ
う
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① ②

　
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「
腿
上
げ
バ
ッ
ク
ブ
リ
ッ

ジ
」で
す
。
こ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
は
、
体
幹
の
背

面
部
に
あ
る
イ
ン
ナ
ー

マ
ッ
ス
ル（
多た

裂れ
つ

筋き
ん

）を
鍛

え
な
が
ら
、
同
時
に
股
関

節
の
奥
の
筋
肉（
腸ち

ょ
う
よ
う
き
ん

腰
筋
）

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
筋
肉

を
鍛
え
る
こ
と
で
、
上
半

身
と
下
半
身
を
効
率
よ

く
動
か
す
連
動
性
が
高

ま
り
、
運
動
能
力
の
向
上

や
転
倒
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
継
続
し
て

行
い
ま
し
ょ
う
。

※
10
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
。

おうちで

連
動
性
向
上
に

「
腿も

も

上
げ
バッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
」

vol.3

KOBA★トレ

健康づくりコラム
Training ３

KOBAスポーツエンターテイメント株式会社
いば整骨院 （KOBAトレ認定トレーナー在籍）

「腿上げバックブリッジ」

協力

一般から
スポーツ
選手まで

※左右交互に複数回行うと効果的です。

①仰向けになり、両足を肩幅に開き、両膝
を立てた状態からお尻を持ち上げ、肩か
ら膝まで一直線になる姿勢を保つ。

②ゆっくり３秒かけて、片膝を写真の高さ
まで引き上げ、３秒かけて元に戻す。

鳴門市まちづくりアドバイザー

プロトレーナー 木
こ

場
ば

克
か つ

己
み

 さん
監修

問 

市
役
所
戦
略
企
画
課

　

 

☎
０
８
８・６
８
４・１
６
２
２

鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム
午後７時 キックオフ

場 所

時 間 問 市役所スポーツ課 ☎088・684・1303

　広報紙や保険証などの鳴門市に在住、在学していることが証明できるものを持参し、当日、総合案内（ホー
ムタウンチケット交換ブース）までお越しください。
※チケット交換は午後４時から開始します。

1  ハイタッチ
　ウォーミングアップ時に入場する選手たちとハイタッチをし
ます。

【集合時間／対象（定員）】
　午後６時／先着50人程度
２  フラッグベアラー
　フェアプレーフラッグを持って入場します。

【集合時間／対象（定員）】
　午後６時30分／小学４年生～中学３年生（６人）
※応募者多数の場合は抽選。
３  エスコートキッズ
　選手と手をつないで一緒に入場します。

【集合時間／対象（定員）】
　午後６時30分／小学１年生～６年生（20人）
※応募者多数の場合は抽選。
４  親子サッカー教室
　選手が実際にプレーするピッチで、徳島ヴォルティスの

コーチと楽しく運動をしませんか。
【集合時間／対象（定員）】
　午後４時15分／幼稚園児から小学３年生を含む親子15組

程度（先着50人）
【準備物】スニーカー・運動靴（スパイクは禁止）、タオル、

水筒（水分補給ができるもの）
【問・申し込み】６月15日（金・必着）までに、住所、氏名（代

表者および参加者）、年齢、当日連絡が取れる連絡先、
希望する企画を記入の上、はがき、メール、ファクスのい
ずれかの方法で市役所スポーツ課（〒772–8501 鳴門市撫
養町南浜字東浜170 ファクス：088・684・1309 Ｅメール：
sports@city.naruto.i-tokushima.jp）へお申し込みくだ
さい。

※当選者には６月22日（金）ごろまでにご連絡します。

6.30 鳴門市民デー徳島ヴォルティス
　VS大分トリニータ

S
A
T

小
中
高
生

大

人

A自由席またはホーム自由席に

無料招待
　　A自由席： 1,500円
ホーム自由席： 1,000円

 市民デー企画参加者募集

６月のホームゲーム日程
●６月10日（日）午後４時～　対ＦＣ町田ゼルビア
●６月16日（土）午後７時～　対レノファ山口ＦＣ

市内在住
在学 限定



連　名 主な練習場所／連絡先

うず潮連 松茂町環境センター周辺
／藤岡（☎090・8972・3262）

渦 月 連 鳴門・大塚スポーツパーク内
／横関（☎090・8976・6052）

鳴 門
浮 々 連

市文化会館前、鳴門ふれあい健康館
（旧老人福祉センター）
／矢野（☎090･8281･8851）

満 月 連 大麻中学校 柔剣道場
／鉄野（☎088・689・0447）

鳴 潮 連 市民会館、鳴門ふれあい健康館
／事務所（☎088・686・4628）

阿波おどり連員募集!!

　市阿波踊振興協会所
属連では、連員を募集
しています。一緒に阿
波おどりを楽しみませ
んか?
　経験者はもちろん、
初心者も大歓迎です。

問 市阿波踊振興協会事務局（市役所観光振興課内）
　 ☎088・684・1746

コウノトリの愛称が
決まりました

　今年、本市で生まれたコウノトリ２羽の愛
称が決定しました。
　134件の応募の中から、ベートーヴェンの第
九交響曲アジア初演100周年にちなんだ名前が
選定され、「歓喜の歌をコウノトリの翼に乗せ
て、鳴門市から世界の平和を願う」という思い
から「歌

うた
」（個体識別番号＝Ｊ0181、雌

めす
）、「100

周年を記念し、一字をもらった」という「百
もも

」（同
＝Ｊ0182、雌）とそれぞれ名付けられました。

問 市役所農林水産課 ☎088・684・1183

百（もも） 歌（うた）
写真提供：コウノトリ定着推進連絡協議会（浅野由美子）
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　福永家住宅は、文政11（1828）年
から天保４（1833）年までの間に
建てられた製塩家の民家で、入
浜塩田と製塩作業場・居宅が一
体となって残る施設群としては
全国唯一のものです。
　昭和51年に国の重要文化財に指定され、平成24年
には、所有者の福永氏より主屋など４棟の建物と宅
地の大部分が市に寄付されました。
　今年も鳴門の塩づくりの歴史を広く市民の皆さん
に知っていただくために一般公開を実施します。
　また、今回は「鳴門の渦潮」の世界遺産化を盛り上
げるため、さまざまな展示・体験コーナーを設けます。

【日　時】 ６月10日（日）午前９時30分～午後３時
※小雨決行（荒天時中止）

【場　所】 福永家住宅・塩田公園 （鳴門町高島字浜中150）
【イベント内容】
①ボランティアガイドによる現地案内
　（午後２時　最終受付）
②模擬塩田での浜作業体験コーナー
③塩の計量体験、「海水」と「かん水」比較コーナー
④塩田で働く人々のソウルフード「鳴ちゅるうどん」の

お接待（午前11時～）
※先着300食。午前９時30分から整理券配布。
⑤「鳴門の渦潮」文化
コンクール俳句制作
コーナー

⑥渦潮と塩田から産ま
　れた伝統のスイーツ
「鳴門饅頭」のお接待
※先着300個。
⑦地場産品や農産物

などの産直市
⑧塩田周辺の植物観

察会

国　指　定
重要文化財 福永家住宅を一般公開

 問 市教育委員会
　  生涯学習人権課
 　  ☎088・686・8807

入場
無料

申込
不要

Ⓟ
Ⓟ

コンビニ

鳴門西小

小鳴門大橋

福永家住宅

鳴門ウチノ海総合公園

文

福永家位置図

11



鳴門教育大学、市関係者らで

　５月２日、鳴門ロータリークラブおよび鳴門中
央ロータリークラブから市に板東俘

ふ

虜
りょ

収容所の松
江豊壽所長を顕彰する銅像の建立費として、30万
円が寄贈されました。市はこの寄付金を「松江豊
寿銅像建立実行委員会」
に贈り、銅像建立の完成
を後押しすることとしてい
ます。
※２ページに関連記事。

松江豊
とよひさ
壽氏の銅像建立費を寄贈寄付・寄贈

　５月19日、ボートレース場周辺の新たなにぎわい
づくりを目指し、桑島テニス場（愛称：なるちゃんコー
ト）をリニューアルしました。当日は市内中学校のほ
か、徳島県立科学技術高校、尽誠学園高校のソ
フトテニス部員によるデモ
ンストレーションが行われ、
参加者らは、新しいコート
の感触を確かめながら、テ
ニスを楽しんでいました。

桑島テニス場がリニューアルにぎ
わい

　

　71回目の置市記念日を迎える５月15日、うずしお
会館で市制施行71周年記念表彰式が行われました。
　式には、被表彰者のほか関係者ら約120人が出
席。市民歌斉唱後、さまざまな分野で貢献された
30人に表彰状と記念品が贈られました。
　この後、泉市長が「長年にわたり本市発展のた
め、各分野で他の模範となる功績を残されました。
そのご活躍に対し、心から敬意を表し感謝を申し
上げます」と式辞を述べ、続いて秋岡市議会議長
をはじめ、来賓の方々からお祝いの言葉が贈られ
ました。
　最後に、被表彰者を代表して 村 松男さんが、

「このような栄誉ある表彰をいただくことができた
のは、家族や他の多くの方々のご協力のおかげで
あり深く感謝しています。この受章を励みに、そ
れぞれの分野で、市や地域の発展に貢献していき
たい」と謝辞を述べました。
　表彰状が授与されたのは次の方々です。
■ 地方自治の発展に貢献 … ▼村雲 和子（板東）
　 ▼平田 敏

さとし

（里浦）▼大塚 武久（里浦）
■ 社会福祉の増進・保健衛生の向上に貢献 … 

    ▼多
た ち ば な

智花 亨（斎田）▼ 村 松男（矢倉）

市制施行71周年記念表彰式　
市や地域に貢献した方など30人が表彰される５月15日

    ▼山下 薫（小桑島）
■ 教育の振興に貢献 … ▼大村 和正（徳島市）

    ▼髙橋 良明（黒崎）▼中森 義昭（桧）
■ 体育・スポーツの振興に貢献 … ▼大室 秀樹 （吉永）              

    ▼三好 敏雄（吉永）▼仁木 稔
と し あ き

明（小桑島）

    ▼岡島 睦
む つ ろ う

郎（明神）▼池渕 隆義（段関）▼長﨑 茂（板東）

    ▼森 光夫（木津野）▼野口 泰延（板東）▼ 岡 孝志（大代）
■ 市民生活の安全に貢献 … ▼笹 豊晴（土佐泊浦）

    ▼福田 健治（黒崎）▼阿部 義徳（明神）

    ▼福池 和人（高島）▼當
と う き

喜 正勝（堂浦）▼武村 隆司（桧）
■ 地域社会に貢献 … ▼岩本 憲治（小桑島）

    ▼髙﨑 實
みのる

（立岩）▼青木 義幸（立岩）
■ 人命救助をされた方 … ▼小宮山 工介（東京都）

    ▼太田 勝
か つ ひ ろ

晶（神奈川県）▼林 英
ひ で し

司（粟田）
※順不同・敬称略

鳴教大と鳴門町内の各学校・園が連携
鳴教大教育研究拠点校の認定を記念し、式典開催

　５月11日、鳴門教育大学が教育研究拠点校に鳴門中学校区内
の認定こども園、幼稚園、小中学校を認定したことを記念し、鳴
門市学園都市化構想「国立大学法人鳴門教育大学教育研究拠点
校」認定記念式典が鳴門中学校で行われました。認定を受けた
のは鳴門中と鳴門西、鳴門東両小、成稔幼稚園、認定こども園
IZUMI。今年度は、鳴門東小で英語の授業にタブレット端末を活
用するほか、認定こども園IZUMIでは発達障がいの園児らの支
援方法に関する職員研修などを行うこととなっています。鳴門教育大学、市関係者らで船出を祝う

教育
連携

23 平成30年６月号



24平成30年６月号※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

▼有料広告

自分のお葬式を考えておくことは
人生のゆとりだと思う

健　康
クリーニングの

☎088-686-0585
本店：鳴門市撫養町斎田浜端南98

※会員割引を含みます。※当店通常価格よりの割引となります。 他のサービスとの併用は不可となります。

6月の
サービス

もち吉

信用金庫

40
%OFF%OFF

ダウン
ウェア

ジャンパー

20
%OFF%OFF

6月6月
7月7月

期間中は寝具類が
お得！

1515%OFF%OFF%OFF%OFF2020%OFF%OFF%OFF%OFF3030%OFF%OFF%OFF%OFF
8月～9月8月～9月

鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂205-29 TEL.088-687-1234

■ 介護医療院
■ 介護老人保健施設 いこいの家 鳴山荘
■ 通所リハビリテーションセンター ステップ
■ やまかみ訪問看護ステーション
■ やまかみ指定居宅介護支援事業所

5月１日新病院オープン！

関連
施設

■内科 ■外科
■整形外科
■脳神経外科
■リハビリテーション科
■

■

■

放射線科
皮膚科
耳鼻いんこう科

■眼科
■泌尿器科

診療
科目

お部屋探しや土地建物の売買は

株式会社
http://www.tokyofudousan-tokushima.com

0120-685-141

HPは
こちら!!鳴門店へ！鳴門店へ！

2018年（
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成
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 088・684・1118

世
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帯（
+117）

人
　
口
	
58,236人

　（
+116）

（
　

）の
数

値
は

前
月

比
　

※
平

成
30年

４
月

30日
現

在

■
出

　
生

 
男

 12人
 

女
 13人

■
死

　
亡

 
男

 33人
 

女
 34人

■
転

　
入

 
男

149人
 

女
171人

■
転

　
出

 
男

 84人
 

女
 78人

納涼市といすー１ＧＰ
７月21日初の同日開催！

「
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
、

町
に
若
者
が
お
ら
ん
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
つ
ぶ
れ
る
ん
も

時
間
の
問
題
。
何
も
し
よ
ら
ん

か
っ
た
ら
、
鳴
門
も
そ
う
な
る
か

も
知
れ
ん
。
ほ
ん
な
ん
を
ど
な
い

か
し
て
食
い
止
め
た
い
。
子
ど
も

た
ち
に
こ
の
町
で
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
欲
し
い
」と
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
の
鳴
門
愛
。

　

平
松
さ
ん
は
、
市
大
道
商
店

街
振
興
組
合
の
理
事
長
と
し
て
、

同
商
店
街
に
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
そ
う
と
、

組
合
員
た
ち
と
共
に

納
涼
市
や
１
０
０
円

商
店
街
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
運
営
し
て

い
ま
す
。

「
昔
は
鳴
門
に

特
別
な
思
い
は

な
か
っ
た
。
ほ
な
け
ど
、
19

歳
の
と
き
に
大
阪
で
阪
神

淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
、

や
っ
ぱ
り
家
族
は
一
緒
に

お
ら
な
あ
か
ん
と
思
っ
た

ん
よ
。
鳴
門
に
帰
ろ
う
っ

て
ね
」と
鳴
門
愛
の
原
点
を

語
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
鳴
門
で
就
職
。
奥

さ
ん
と
の
結
婚
を
機
に
、
現
在
の

仕
事
で
あ
る
文
房
具
店
で
働
き
始

め
、
商
店
街
活
動
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「
嫁
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
っ
て
商
店

街
メ
ン
バ
ー
を
覚
え
る
ん
か
ら
始

め
た
ん
よ
。
商
店
街
に
は
同
年
代

の
仲
間
が
多
く
て
、
み
ん
な

か
ら
行
動
力
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
た
く
さ
ん
学
ば

せ
て
も
ら
っ
た
」と
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　
現
在
は
、７
月
21
日（
土
）

に
開
催
す
る
納
涼
市
と
い

す
｜

１
Ｇ
Ｐ（
グ
ラ
ン
プ

リ
）の
準
備
で
大
忙
し
。「
メ

イ
ン
は
伝
統
の
納
涼
市
で

す
け
ど
、事
務
い
す
に
乗
っ

て
商
店
街
を
２
時
間
走
り

続
け
る
い
す

｜

１
Ｇ
Ｐ
も

体
験
し
て
欲
し
い
」と
楽
し

そ
う
。

　

商
店
街
活
動
の
ほ
か
に
も
、
自

治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
消
防
団
な
ど
多

忙
を
極
め
る
中
、
最
近
で
は
鳴
門

う
ど
ん
研
究
会
の
役

員
と
な
り
、徳
島
ヴ
ォ

ル
テ
ィ
ス
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
店
。「
友
達

が
鳴
門
う
ど
ん
で
町

お
こ
し
し
よ
う
っ
て

言
う
け
ん
、
共
感
し

て
応
援
し
よ
う
と

思
っ
た
ん
よ
」。
鳴
門

へ
の
無
償
の
愛
が
尽

き
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く
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 鳴門市大道商店街振興組合  理事長
 平松  芳健 さん   ［ 斎田 ］
 
　ひらまつ・よしたけ。1975年生まれ。北灘
町で育ち、高校卒業後、大阪の専門学校で
建築を学ぶ。専門学校卒業後、鳴門で就職。
29歳のときに結婚を機に文房具店に転職し、
商店街活動に参加。平成29年５月、市大道
商店街振興組合理事長に就任。商店街活動
のほか、斎田地区自治振興会やＰＴＡなど
の会長も務める。※15ページに関連記事。

愛する鳴門をどないかしたい
生まれて良かったと思える町にHiramatsu

Yoshitake
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